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私には 2歳３か月になる娘がいます。最近になってたくさんの言葉を覚え始めました。拙い日

本語で一生懸命に話す姿はとても可愛らしいです。赤ちゃんの頃から夜泣きがひどかった娘です

が、日中不安なことがあったり、興奮しすぎたりすると今でも夜中に泣いて起きてきます。先日

は「オトモダチニトラレターー！」と号泣しながら３時に起きてきました。平日の夜中の３時で

す。きっと保育園でクラスの子とおもちゃの取り合いになったのでしょう。泣く娘をなだめなが

ら、私は彼女の言葉のチョイスに笑ってしまいました。 

幼く、脳がまだまだ未発達の彼女にとって、自分の使っていたおもちゃを取られるのは相当シ

ョックな出来事だったと思います。娘にはまだ、譲り合うという気持ちが芽生えていないから尚

更です。そんな彼女はおもちゃを取った相手のことを「オトモダチ」と呼んだのです。なんて可

愛い！ 

２歳児の人間関係は私たちのように複雑ではありません。自分のしたいことを最優先に行い、

思うようにいかない時は泣き、周りの様子を見て学んでいく中で徐々に社会性や人間関係、そし

て本来の意味の友達関係を築いていくのだと保育園の先生は話してくれました。だから、彼女に

とっての「オトモダチ」という言葉は本当の友達ではなく、保育園のクラスメイトみんなのこと

を指しています。 

私がもし、誰かから何か嫌なことをされたり、言われたりしたら……その相手のことを「オト

モダチ」と呼ぶことができるでしょうか。いや、できません。（心の中で「アイツ」呼ばわりする

かもしれません。場合によってはもっと醜いことを思うことだってあると思います。）でも、娘の

ようにその相手を「オトモダチ」という風に呼んでみたらどうでしょうか。なんだか自分の中に

沸く黒い感情がスーっと「可愛い」に浄化されそうな気がしました。 

娘のこの可愛い言葉はきっと近いうちに消えてしまうでしょう。娘が大きくなって、大人と同

じ言葉で私に話しかけるようになったとしても、私はこの出来事とこの時感じた温かい気持ちを

忘れることはないと思います。 

私はまだまだ未熟な人間です。怒りを感じることも感情的になってしまうこともたくさんあり

ます。自分が感情の波に足を取られそうになった時はこの「オトモダチ」作戦を実行してみよう

と思います。 

今のクラスを担任できるのも、もうあとわずかとなりました。家庭でも学校でも子どもたちか

らは学ばせてもらうことばかりです。出会いに感謝し、この一年で自分が学んだことを大切に、

私自身も子どもたちとともに成長していきたいと思います。 
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職業調べの発表を終えて、生徒の皆さんの感想 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３月の予定 
１ 日   １７ 火  

２ 月   １８ 水  

３ 火 朝：小学校登校練習 モップ交換日 
 

１９ 木 球技大会 

４ 水 選挙運動(～８日)  ２０ 金 春分の日   

５ 木 県立高校等の一般入試(～3/6)  
 

２１ 土  

６ 金 
１年生大掃除 

体育館使用禁止(～3/11) 
 

２２ 日  

７ 土  
 

２３ 月 1,2 年愛校の日  給食終了 

８ 日  
 

２４ 火 終業式・修了式・離任式 

９ 月 １年教室ワックスがけ  ２５ 水 学年末休業（～4/5） 

１０ 火 
県立高校追試験 朝：選挙運動 
卒業式練習 授賞練習 部送別会 

 

２６ 木  

１１ 水 
卒業式予行   同窓会入会式 
同窓会講演会 

 
２７ 金  

１２ 木 第 79 回卒業証書授与式 
 

２８ 土  

１３ 金 
県立高校等の合格発表 
朝：選挙運動 生徒会選挙リハーサル 
小学校卒業式 

 
２９ 日  

１４ 土   ３０ 月  

１５ 日   ３１ 火  

 １６ 月 生徒会長選挙 

 

今まで知らなかったいろいろな

仕事の内容、そのやりがいを知るこ

とができ、将来についてしっかり考

える機会となりました。 
自分の生活は、想像以上にたくさんの人たちのおかげで成り立っているこ

と、その人たちがいないと今の快適で楽しい生活が成り立たないことを改

めて実感しました。自分も他の人の生活を支える仕事をしたいと、より感じ

るようになりました。 

年収が多く安定している仕事は、国家試験を受けて資格をとる必要

があることが分かりました。とにかく勉強が必要と思いました。 

いろいろな仕事に興味があるの

で、もし自分が大学生になれたら、

たくさんのバイトを経験するのもあ

りかなと思いました。 

 どんな仕事にもメリットとデメリットがあることが分かりました。同時に、ど

れも社会にとって必要不可欠なものだと分かりました。どんな仕事に対し

てもリスペクトの気持ちをもつことが大事だと思いました。 

自分はまだやりたい仕事が見付かっていないので、もっと視野を広げてい

きたいです。この職業調べを通して得たことを、来年の『１４歳の挑戦』に

生かしていきたいです。 

まだ、自分の就きたい職業は決ま

っていないけど、自分のやりたいこ

とや気持ちを大切にしたいです。

そのために今のうちにたくさん勉

強をして、自分の選択肢を増やし

たいです。 


